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今回の内容
●議長就任及び年頭挨拶
●各議員選任の挨拶
●第３回臨時議会の結果
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
8
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
議
会
を
代
表
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
春
を
迎
え
、
村
民
の
皆
様
の
更

な
る
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
日
頃
よ
り
議

会
に
対
し
ま
し
て
、多
く
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
に
は
、筑
北
村
長
選
挙
・

村
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
会
も
新
体
制
と
な
り
、
11
月
に
は

臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
正
副
議
長
・

各
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成
が
決
ま

り
ま
し
た
。

私
は
、
議
長
に
指
名
推
薦
さ
れ
、

そ
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
会
運
営
と

共
に
議
会
改
革
に
も
議
論
を
重
ね
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
合
併
20
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
合
併
当
初

6
0
0
0
人
余
り
の
人
口
が
、
少

子
高
齢
化
の
影
響
か
ら
、
人
口
減

少
に
拍
車
が
か
か
り
、
現
在
で
は
、

3
9
0
0
人
を
割
り
込
み
、
高
齢
化

率
も
50
パ
ー
セ
ン
ト
に
迫
っ
て
お
り

ま
す
。
昨
年
の
国
勢
調
査
で
も
人
口

は
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
と
も

な
い
、
普
通
交
付
税
の
減
や
、
労
働

人
口
の
減
少
に
伴
う
住
民
税
等
の
自

主
財
源
の
減
が
あ
り
、
対
し
て
物
価

高
の
影
響
に
よ
る
公
共
施
設
の
維
持

管
理
経
費
の
増
や
、
最
低
賃
金
の
上

昇
等
人
件
費
の
増
に
よ
る
経
常
経
費

の
増
加
は
、
健
全
財
政
維
持
に
向
け

て
大
き
な
課
題
と
な
り
、
早
期
の
対

応
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
統
廃
合
や
、
更
な
る

経
常
経
費
削
減
に
向
け
、
村
と
の
情

報
の
共
有
、
意
思
の
疎
通
に
努
め
、

議
会
と
し
て
課
題
解
決
に
向
け
、
協

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
で
は
、
村
民
の
皆
様
の
生
活

に
必
要
な
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性

の
向
上
や
、
獣
害
対
策
等
農
業
施
策

の
充
実
、
社
会
基
盤
の
整
備
、
産
業

振
興
、教
育
振
興
等
の
課
題
に
対
し
、

村
民
の
皆
様
の
声
を
村
に
反
映
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
、
自
主
財
源
の
確

保
に
向
け
、
議
会
改
選
前
に
解
決
で

き
な
か
っ
た
、
議
会
改
革
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に

と
っ
て
、
良
い
年
と
な
る
こ
と
を
お

祈
り
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

年
頭
並
び
に
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

年
頭
並
び
に
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

筑
北
村
議
会
議
長

筑
北
村
議
会
議
長　　

窪
寺
　
務

窪
寺
　
務

農地を借りたい、貸したい（利用権設定について）
Ⴚདの༃しೊりをする時は、Ⴚ઄࡙ࡿवの੔ईがᅢጅです。Ⴚ઄࡙ࡿवの੔ईのない૚ዃ（୵ዃ໏によるႺདの༃し

ೊりなど）は効力がภ֗ませג。

Ⴚདの༃しೊりは、「Ⴚདཨ間৉ጫಈ઄」֧「Ⴚདሓ༌３ඞによる੔ई」のႏつ方ሓがあります。೗な違いは下਋の֧։

りです。

Ⴚདཨ間৉ጫಈ઄ Ⴚདሓ༌３ඞ

૚ዃৼ間がተፇした֧֌ ጦዿଚは、૚ዃৼ間ተፇによ֢֥೸

ፇします。（௺็࿊によりஏශするこ

֧もで֌ます。）

૚ዃৼ間ተፇ前の一࿊の時ৼにസ

ዛೄがशዃの意୶を࿿えない場合

は、ಛ၌࿨に૚ዃஏශ֔れます。

ဘདのസዛೄ໊がဘདをጦዿした

֎な֢たが、੤ਢがธ׎ない場合

ጦዿଚはৼ間ተፇによ֢֥೸ፇす

るた׀、૚ዃৼ間のထཨでのशዃの

場合をൊい֥、஢ఢଚのᇱ୦はኴ༎

になりませג。

૚ዃஏශをしないこ֧は、ྡྷፍのᆊ

ᆻいや஢ఢሐ৾などၟ࿊のಈዡが

ない限りႡ׀られませג。

※無ൌの༃しೊり（ౚዿ༃ೊ）の場

合は஢ఢଚのᇱ୦はありませג。

【։ኴい合׎せ๐】འሾ໠Ⴚ઄࡙ࡿवಈ務局（ౌ઄課ၾ） ဃᎭӱ66⿜㕲１１１

À 農地中間管理事業とは

「ྙ野ଡႺདཨ間৉ጫ৿ஓ」がႺདのཨ間࿨な೥֧ీ֐なり、Ⴚདを༃したい෗（༃し೚）からೊり೥

。るฑ度です֐のਊኟ४大や効ጴँを෨る༶い೚Ⴚऌ（ೊり೚）に༃しᆋࢪႺ઄૪、֐

À 賃料の取り扱いは？

ཨ間৉ጫ৿ஓがೊり೚からྡྷፍを྇೭し、༃し೚に౫ᆻいます。

ೊり೚からの྇೭は、ቚႩ 11 ଈ 20 日に։ၫ֐の金ዩ৿৘୵௶からࢂጜし、༃し೚ַの։౫ᆻい、

ቚႩ 12ଈ 10日に։ၫ֐の金ዩৼ間୵௶ַཨ間৉ጫ৿ஓがව込します。

な։、༃し೚֧ೊり೚の間でྔธがธい、ཨ間৉ጫ৿ஓがႡ׀た場合は、金Ⴖの༉׎りにᆾႶの೘り

。いもで֌ます࠿

※無ൌの༃ೊ૚ዃの場合は、ྡྷፍ౫ᆻいの೚続֌は発ภしませג。

■ 契約途中での解約はできますか？

૚ዃৼ間は最࿃5Ⴉ֧なります。૚ዃထཨで༃し೚ਸֲೊり೚֧ཨ間৉ጫ৿ஓ֧の間の合意शዃは、

֜のಈ情がやֿをၜない֧Ⴁ׀られる場合に限֢֥行օこ֧がで֌ます。

À 事業を活用するメリットは？

Ⴚདを༃したい෗（༃し೚） Ⴚདをೊりたい෗（ೊり೚）

඾し֥Ⴚདを༃すこ֧がで֌ますࡊ・

・ྡྷፍは॰実に೥֐೘るこ֧がで֌ます

・ৼ間ተፇଢ଼のஏශ೚続֌も৊༳です

・૪ࢪਊኟの४大やആዃがで֌ます

・ೊ೥ৼ間ཨはࡊ඾し֥஢ఢで֌ます

・ྡྷೊፍの౫ᆻいಈ務は、৿ஓが行います

・ৼ間ተፇଢ଼のஏශ೚続֌も৊༳です

Ⴚདを༃したい෗

（༃し೚）
Ⴚདཨ間৉ጫ৿ஓ

Ⴚདをೊりたい෗

（ೊり೚）
ྡྷፍࢂጜしྡྷፍව込

11月１８日第３回臨時議会　11月１８日第３回臨時議会　第３回臨時議会が開催され次の事項が決まりました。

職　名 氏　名 所属委員会
議　長 窪寺　　務 社会文教
副議長 藤原　孝一 社会文教
議　員 𠮷池　昌昭 建設産業
議　員 藤澤　光雄 建設産業
議　員 若林　敬子 総　　務
議　員 勝田　　曻 〇総　　務

職　名 氏　名 所属委員会
議　長 一之瀬茂幸 ◎社会文教
議　員 玉井　玲子 ◎建設産業
議　員 横山　　敬 総　　務
議　員 千葉　和久 〇建設産業
議　員 庄司　真実 〇社会文教
議　員 山田　直幸 ◎総　　務

◎…委員長　〇…副委員長議会選出の監査委員　　𠮷池　昌昭
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私
た
ち
が
、
満
足
の
い
く
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
安
心
し
て
筑
北

村
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
収

入
財
源
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
収
入
の
半
分
を
占
め
る
地
方
交

付
税
は
、
今
後
減
少
傾
向
で
推
移
し

て
い
き
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
を
、
必
要
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
る
よ
う
、
経
常
経

費
削
減
も
必
須
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
な
る
、
公
共
施
設

の
統
廃
合
・
公
共
交
通
利
便
性
の
向

上
等
に
対
し
、
住
民
目
線
を
大
切
に

し
、
将
来
を
見
据
え
、
議
員
と
し
て

方
向
付
け
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

少
子
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
、
希

望
を
見
つ
け
に
く
い
時
代
で
す
。　

諦
め
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
時
こ

そ
、
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

①
女
性
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
に
や

さ
し
い
地
域
づ
く
り

②
希
望
が
持
て
る
子
育
て

③
村
の
財
源
の
模
索

④
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

以
上
４
つ
の
課
題
解
決
に
、
取
り

組
み
ま
す
。

村
民
皆
様
の
声
を
お
聴
き
し
、
思

い
を
村
政
に
伝
え
て
行
け
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

初
当
選
以
来
、
公
共
交
通
問
題
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年

新
村
長
の
誕
生
に
よ
り
、
フ
ル
デ
マ

ン
ド
交
通
（
戸
口
〜
戸
口
）
運
行
の

村
長
公
約
を
頂
き
、
三
期
目
の
議
員

と
し
て
、
今
後
も
安
全
・
安
心
な
豊

か
な
生
活
の
出
来
る
村
を
目
指
し
、

議
会
議
員
と
し
て
「
福
祉
・
教
育
・

防
災
」
に
対
し
、
行
政
に
提
言
・
対

案
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
令
和
八
年
度
、
末
広
「
午
年
」
皆

様
の
ご
健
康
、
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
今
後
と

も
ご
意
見
い
た
だ
け
る
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

筑
北
村
の
最
大
の
課
題
は
「
人
口

減
少
対
策
」「
高
齢
化
対
策
」
で
す
。

現
役
世
代
の
移
住
の
促
進
と
と
も
に

誰
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
く
た
め
次
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅰ
活
性
化
に
向
け
、
移
住
に
つ
な
が

る
交
流
人
口
増
に
向
け
た
取
り

組
み
、
中
小
企
業
支
援
の
後
押
し

Ⅱ
現
役
世
代
の
移
住
促
進
対
策
推
進

Ⅲ
災
害
に
強
い
筑
北
を
目
指
す
取
り

組
み

Ⅳ
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
介
護
福
祉
体
制

Ⅴ
高
齢
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

公
共
交
通
の
構
築

村
内
の
方
一
人
ひ
と
り
の
声
を

し
っ
か
り
お
聞
き
し
、
村
政
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
充
実
し
た
教
育
・
子
育
て
環
境

　

教
育
と
子
育
て
は
筑
北
村
が
一
番

を
目
指
し
た
地
域
作
り

●
自
然
を
守
り
豊
か
な
生
活

暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
筑

北
村
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま

す
●
次
の
世
代
に
つ
な
が
る
村
に

子
ど
も
達
が
大
人
に
な
っ
て
も
こ

こ
で
子
育
て
し
た
い
と
想
え
る
村

に
し
て
い
き
た
い

こ
の
3
つ
の
実
現
を
目
指
し
て
み

な
さ
ん
の
声
を
聴
き
村
政
に
繋
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
課
題
で
あ
っ
た
議
会
議
員

の
定
数
削
減
や
、
村
民
の
方
々
と
の

対
話
を
増
や
し
て
開
か
れ
た
議
会
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
副
議

長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め

て
そ
の
責
務
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
副
議
長
と
し
て
の

職
務
を
全
う
し
、
議
長
の
補
佐
役
と

し
て
村
政
の
推
進
、
公
正
で
円
滑
な

議
会
運
営
、
そ
し
て
議
員
定
数
を
含

む
議
会
改
革
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
・
防
災
対
策
・
産

業
振
興
・
子
育
て
支
援
・
福
祉
の
充

実
な
ど
、
村
が
抱
え
る
多
く
の
課
題

に
対
し
村
民
の
皆
様
の
声
を
丁
寧
に

伺
い
、
政
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
、

執
行
機
関
と
も
真
摯
に
議
論
を
重
ね

皆
様
の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
す
。

皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
議
会

議
員
に
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
世
界
情
勢
を
見
る
と
、
高
市
首

相
の
発
言
で
中
国
と
の
関
係
の
悪

化
、
ア
メ
リ
カ
の
関
税
に
よ
る
日
本

経
済
打
撃
、
終
わ
り
が
見
え
な
い
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
気
候
変
動
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
食
料

品
の
値
上
が
り
、
魚
の
不
漁
、
大
雨

に
よ
る
災
害
、
火
災
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
村
は
合
併
20
年
を

迎
え
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
農
業
の
担
い
手
不
足
な
ど
課

題
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
持
続
可
能

な
村
づ
く
り
、
村
の
現
風
景
を
未
来

に
向
か
っ
て
、
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出

る
、
通
勤
通
学
で
い
つ
も
の
橋
・
同

じ
道
を
通
る
。

こ
の
平
和
な
毎
日
が
送
れ
る
の

は
、社
会
基
盤（
イ
ン
フ
ラ
）が
、ち
ゃ

ん
と
機
能
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

自
分
は
半
世
紀
近
く
土
木
関
係
の
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し
、
将
来
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見
据
え
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議
員
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し
て

方
向
付
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わ
っ
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す
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人
口
減
少
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よ
り
、
希

望
を
見
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け
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時
代
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。　

諦
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そ
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っ
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う
時
こ

そ
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挑
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し
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。
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②
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育
て

③
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④
災
害
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地
域
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く
り
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４
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、
取
り

組
み
ま
す
。

村
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皆
様
の
声
を
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き
し
、
思

い
を
村
政
に
伝
え
て
行
け
る
よ
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頑
張
り
ま
す
。
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来
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共
交
通
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取
り
組
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誕
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よ
り
、
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マ

ン
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交
通
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口
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戸
口
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行
の

村
長
公
約
を
頂
き
、
三
期
目
の
議
員

と
し
て
、
今
後
も
安
全
・
安
心
な
豊

か
な
生
活
の
出
来
る
村
を
目
指
し
、

議
会
議
員
と
し
て
「
福
祉
・
教
育
・

防
災
」
に
対
し
、
行
政
に
提
言
・
対

案
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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の
皆
様
の
ご
協
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、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
令
和
八
年
度
、
末
広
「
午
年
」
皆

様
の
ご
健
康
、
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
今
後
と

も
ご
意
見
い
た
だ
け
る
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

筑
北
村
の
最
大
の
課
題
は
「
人
口

減
少
対
策
」「
高
齢
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対
策
」
で
す
。

現
役
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移
住
の
促
進
と
と
も
に

誰
で
も
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し
て
暮
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せ
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
く
た
め
次
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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る
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流
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取
り
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移
住
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進
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害
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筑
北
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取
り
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み
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域
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し
て
暮

ら
せ
る
介
護
福
祉
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制
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高
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安
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し
て
利
用
で
き
る

公
共
交
通
の
構
築

村
内
の
方
一
人
ひ
と
り
の
声
を

し
っ
か
り
お
聞
き
し
、
村
政
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
充
実
し
た
教
育
・
子
育
て
環
境

　

教
育
と
子
育
て
は
筑
北
村
が
一
番

を
目
指
し
た
地
域
作
り

●
自
然
を
守
り
豊
か
な
生
活

暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
筑

北
村
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま

す
●
次
の
世
代
に
つ
な
が
る
村
に

子
ど
も
達
が
大
人
に
な
っ
て
も
こ

こ
で
子
育
て
し
た
い
と
想
え
る
村

に
し
て
い
き
た
い

こ
の
3
つ
の
実
現
を
目
指
し
て
み

な
さ
ん
の
声
を
聴
き
村
政
に
繋
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
課
題
で
あ
っ
た
議
会
議
員

の
定
数
削
減
や
、
村
民
の
方
々
と
の

対
話
を
増
や
し
て
開
か
れ
た
議
会
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
副
議

長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め

て
そ
の
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の
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を
痛
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し
て
お

り
ま
す
。
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は
副
議
長
と
し
て
の

職
務
を
全
う
し
、
議
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の
補
佐
役
と

し
て
村
政
の
推
進
、
公
正
で
円
滑
な

議
会
運
営
、
そ
し
て
議
員
定
数
を
含

む
議
会
改
革
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
・
防
災
対
策
・
産

業
振
興
・
子
育
て
支
援
・
福
祉
の
充

実
な
ど
、
村
が
抱
え
る
多
く
の
課
題

に
対
し
村
民
の
皆
様
の
声
を
丁
寧
に

伺
い
、
政
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
、

執
行
機
関
と
も
真
摯
に
議
論
を
重
ね

皆
様
の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
す
。

皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
議
会

議
員
に
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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見
る
と
、
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市
首

相
の
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言
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中
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関
係
の
悪

化
、
ア
メ
リ
カ
の
関
税
に
よ
る
日
本

経
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打
撃
、
終
わ
り
が
見
え
な
い
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
気
候
変
動
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
食
料

品
の
値
上
が
り
、
魚
の
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漁
、
大
雨
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よ
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災
害
、
火
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な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
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を

迎
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、
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少
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子
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齢
化
が

進
み
、
農
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の
担
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な
ど
課

題
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
持
続
可
能

な
村
づ
く
り
、
村
の
現
風
景
を
未
来

に
向
か
っ
て
、
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

新
春
を
迎
え
村
民
の
皆
様
の
ご
多

幸
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
の
夏
は
、
異
常
気
象
で
猛
暑

の
続
く
日
々
で
し
た
が
、
各
種
大
会

は
、
関
係
者
の
ご
協
力
の
も
と
で
計

画
予
定
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
10
月
5
日
に
は
、
住

民
の
交
流
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
村
の
サ
ッ

カ
ー
場
で
、
開
催
し
ま
し
た
。
運
動

会
競
技
4
種
目
と
5
種
類
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
を
行
い
、
特
に
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
の
体
験
で
は
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
し

た
後
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
が
初
体
験
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

11
月
に
は
、
生
涯
学
習
の
成
果
発

表
の
場
と
し
て
の
筑
北
村
文
化
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
、

歌
4
団
体
と
楽
器
演
奏
3
団
体
で
し

た
。
そ
の
他
ち
く
ほ
く
ダ
ン
ス
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
の
指
導
者
と
子
ど
も
達
に

よ
る
創
作
ダ
ン
ス
の
発
表
が
あ
り
、

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
作
品
展
示
会

場
で
は
、
個
人
、
団
体
の
皆
様
か
ら

心
の
こ
も
っ
た
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品

が
数
多
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
8
年
度
も
こ
れ
ら
の
2
つ
の

事
業
と
い
き
い
き
学
習
講
座
を
関
係

者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
外
部
団
体
に

も
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

集
落
に
、
子
ど
も
の
声
が
聞
え
る

村
を
目
指
し
て
、
若
者
移
住
、
子
育

て
世
帯
が
安
心
し
て
暮
せ
る
よ
う
必

要
な
支
援
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

筑
北
村
は
外
向
け
の
情
報
発
信
が

弱
く
、
ま
ず
は
村
の
名
前
と
場
所
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
最
重
要
で
す
。
認
知
が
広
が
り
関

係
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
観

光
・
移
住
・
農
業
・
産
業
な
ど
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
好
循
環
が
生
ま
れ
、
財

政
の
底
上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
全
国
の
自
治
体
は
外
へ
向
け
た

発
信
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
本
村
も

基
礎
と
な
る
情
報
発
信
の
体
制
を
固

め
、
取
り
残
さ
れ
な
い
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
上
で
、
筑
北
村
な
ら
で

は
の
魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
継
続

的
に
つ
く
り
、
未
来
へ
の
道
を
開
い

て
い
き
ま
す
。

外
か
ら
の
視
点
、
そ
し
て
若
い
世

代
な
ら
で
は
の
感
覚
を
活
か
し
、
村

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

★
観
光

村
の
魅
力
を
P
R
し
、
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
で
、
村
外
か
ら
多
く

の
人
を
呼
び
込
み
ま
す
。

★
防
災
・
減
災

生
き
て
い
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら

な
い
。
自
分
の
命
、
家
族
の
命
を

守
る
ス
キ
ル
の
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。

目
標
は
老
若
男
女
問
わ
ず
、
誰
も

が
「
住
ん
で
い
て
楽
し
い
！
こ
の
村

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
！
」
と
思
え
る

村
で
す
。

経
験
は
浅
い
で
す
が
、
挑
戦
心
と

元
気
を
武
器
に
頑
張
り
ま
す
。

【
子
育
て
】
未
来
を
つ
な
ぐ
、
筑
北
の

力
で
子
育
て
支
援
を
強
化
し
、
安
心

と
希
望
を
も
っ
て
子
育
て
で
き
る
環

境
を
整
え
ま
す
。

【
暮
ら
し
・
産
業
】
筑
北
Ｓ
Ｉ
Ｃ
を
起

点
に
暮
ら
し
産
業
を
活
性
化
し
、
地

域
に
適
し
た
産
業
を
誘
致
す
る
こ
と

で
活
力
あ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

【
行
財
政
】
議
会
議
員
定
数
を
含
め

た
議
会
構
成
の
見
直
し
を
行
い
、
住

民
に
理
解
さ
れ
る
議
会
へ
の
改
革
を

進
め
ま
す
。

【
交
通
】
公
共
交
通
の
充
実
で
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
を
つ
く
り

ま
す
。

高
齢
者
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
更
な
る
利
便
性
向

上
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

集
落
に
子
ど
も
の
声
が

集
落
に
子
ど
も
の
声
が

聞
え
る
村
を
目
指
し
て

聞
え
る
村
を
目
指
し
て

横
山
　
敬

横
山
　
敬

筑
北
村
を
も
っ
と
外
へ

筑
北
村
を
も
っ
と
外
へ

も
っ
と
多
く
の
人
へ

も
っ
と
多
く
の
人
へ

千
葉
和
久

千
葉
和
久

外
か
ら
の
視
点
と
若
い
力

外
か
ら
の
視
点
と
若
い
力

で
村
を
も
っ
と
楽
し
く
！

で
村
を
も
っ
と
楽
し
く
！

庄
司
真
実

庄
司
真
実

未
来
へ
つ
な
ぐ
、
筑
北

未
来
へ
つ
な
ぐ
、
筑
北

の
力　

何
を
残
し
、
何

の
力　

何
を
残
し
、
何

を
創
る
か
考
え
る

を
創
る
か
考
え
る山田

直
幸

山
田
直
幸
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新
年
の
ご
挨
拶　

新
年
の
ご
挨
拶　

筑
北
村
公
民
館
長
　

筑
北
村
公
民
館
長
　
山
崎
　
広
道

山
崎
　
広
道

公
民
館
報
は
、情
報
部
員
と
い
う
一

般
の
村
民
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

記
事
を
作
成
し
て
発
行
を
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
で
は
、来
年
度
か
ら
公
民
館

報
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
情

報
部
員
を
募
集
し
ま
す
。公
民
館
を
中

心
と
し
た
地
域
の
出
来
事
や
イ
ベ
ン
ト

の
魅
力
を
あ
な
た
の
言
葉
で
伝
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

◉
活
動
内
容

情
報
部
会（
2
カ
月
に
1
回
程
度
）、

地
区
行
事
の
取
材
、記
事
の
執
筆
な

ど
◉
報
酬

公
民
館
よ
り
薄
謝
を
お
支
払
い
し

ま
す
。

◉
募
集
人
数

若
干
名

◉
任
期

2
年
間（
令
和
8
年
4
月
1
日
〜
令

和
10
年
3
月
31
日
）

詳
細
を
聞
き
た
い
方
、
や
っ
て

み
た
い
方
は
、
筑
北
村
公
民
館

（
67
-2
0
6
4
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

19 18


